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○

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）

改

正

案

現

行

（
銀
行
等
が
生
命
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合

（
銀
行
等
が
生
命
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合

）

）

第
二
百
十
二
条

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

第
二
百
十
二
条

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で

定
め
る
場
合
は
、
生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

定
め
る
場
合
は
、
生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

使
用
人
が
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又

使
用
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場

は
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
、
第
六
号
に
掲

合
で
あ
っ
て
、
次
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
（
第
一
号
か
ら
第

げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号

三
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ

及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

て
は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

法
第
三
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
（
前
三
号
に

四

法
第
三
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
（
前
三
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
保
険
契
約

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
保
険
契
約

イ

被
保
険
者
の
死
亡
に
関
し
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
保
険
に
係

イ

被
保
険
者
の
死
亡
に
関
し
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
保
険
に
係

る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
保
険
金
の

る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
保
険
金
の

額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
保
険
期
間
が
被
保
険
者
の
死
亡
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
も
の
（
保
険
料
を

の
保
険
期
間
が
被
保
険
者
の
死
亡
の
時
ま
で
と
さ
れ
る
も
の
（
保
険
料
を

一
時
に
払
い
込
む
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
限
り
、
保
険
契
約
者
が
法

一
時
に
払
い
込
む
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ

被
保
険
者
の
生
存
又
は
そ
の
保
険
期
間
の
満
了
前
の
被
保
険
者
の
死
亡

ロ

被
保
険
者
の
生
存
又
は
そ
の
保
険
期
間
の
満
了
前
の
被
保
険
者
の
死
亡

に
関
し
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
（
第
七

に
関
し
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
（
第
七

（別紙２）
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十
四
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
第
八
十
三
条
第
一

十
四
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
第
八
十
三
条
第
一

号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五
十
三
条
第
一
号
イ

号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五
十
三
条
第
一
号
イ

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

締
結
の
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
被
保
険
者
の
死
亡
に
関
す
る
保

締
結
の
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
被
保
険
者
の
死
亡
に
関
す
る
保

険
金
の
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
当
該
保
険

険
金
の
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
当
該
保
険

契
約
に
該
当
し
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
関
す
る
保

契
約
に
該
当
し
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
関
す
る
保

険
金
の
額
が
被
保
険
者
の
生
存
に
関
す
る
保
険
金
の
額
を
超
え
る
も
の
を

険
金
の
額
が
被
保
険
者
の
生
存
に
関
す
る
保
険
金
の
額
を
超
え
る
も
の
を

除
く
。
）
で
あ
っ
て
保
険
料
を
一
時
に
払
い
込
む
こ
と
を
内
容
と
す
る
も

除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
保
険
期
間
が
十
年
以
下
の
も
の
（
保
険
契
約
者
が

の
（
保
険
契
約
者
が
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
保
険
料
を
一
時
に
払
い
込
む
こ
と
を

内
容
と
す
る
も
の

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

３

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
と
き
は
、
当

項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
う
と
き
は
、
当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

銀
行
等
が
、
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
銀
行
等
が
、
第
五
項
に
規
定
す
る
定

一

銀
行
等
が
、
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
銀
行
等
が
、
第
五
項
に
規
定
す
る
定

め
を
し
た
協
同
組
織
金
融
機
関
（
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
協
同
組
合

め
を
し
た
協
同
組
織
金
融
機
関
（
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
協
同
組
合

及
び
農
業
協
同
組
合
等
（
令
第
三
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
農
業
協
同
組

及
び
農
業
協
同
組
合
等
（
令
第
三
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
農
業
協
同
組

合
並
び
に
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同

合
並
び
に
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同

組
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
及

組
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
及

び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ

び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
（
会
員
又
は
組
合

っ
て
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
（
会
員
又
は
組
合
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員
で
あ
る
法
人
の
代
表
者
を
含
み
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
が
農
業
協
同

員
で
あ
る
法
人
の
代
表
者
を
含
み
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
が
農
業
協
同

組
合
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
組
合
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
を

組
合
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
組
合
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
を

含
む
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
同
じ

含
む
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
十
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
九

。
）
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第
九

号
に
お
い
て
「
銀
行
等
生
命
保
険
募
集
制
限
先
」
と
い
う
。
）
を
保
険
契
約

号
に
お
い
て
「
銀
行
等
生
命
保
険
募
集
制
限
先
」
と
い
う
。
）
を
保
険
契
約

者
又
は
被
保
険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限

者
又
は
被
保
険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

り
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
当

掲
げ
る
も
の
に
限
り
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
代

該
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得

理
又
は
媒
介
を
当
該
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
手
数
料
そ

て
行
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
更
新
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代

の
他
の
報
酬
を
得
て
行
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
更
新
に
係
る
も
の
を
除
く

理
又
は
媒
介
を
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る

。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
わ
な
い

た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
六
号
に
掲

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
四
号
か
ら

げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た

第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ

め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
銀
行
等
が
特
例
地
域
金
融

と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
当
該
銀
行
等
が
特
例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る

機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
金
融
庁

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め

長
官
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

る
措
置
）
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

４

前
項
に
規
定
す
る
「
特
例
地
域
金
融
機
関
」
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定

４

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

の
都
道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
（
前
項
第
三
号
本
文
に
規
定
す
る
措
置
を

の
融
資
先
従
業
員
等
（
当
該
金
融
機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
若
し
く
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講
じ
て
い
る
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
十
人

は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場

を
超
え
る
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な

合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常
時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常

人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
第
四
項
、
第
二
百
十
二
条
の

時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法
人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
保
険
契

四
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
険
契
約

約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の

者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す

保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行

る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は

う
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
締

ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ

結
の
代
理
又
は
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
そ

の
他
の
給
付
金
の
額
（
第
七
十
四
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契

の
他
の
給
付
金
の
額
（
第
七
十
四
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
第
八
十
三
条
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五

約
（
第
八
十
三
条
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五

十
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
保
険
契
約
の

十
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
保
険
契
約
の

う
ち
、
保
険
会
社
が
一
定
の
額
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
支
払
の
保
証
を

う
ち
、
保
険
会
社
が
一
定
の
額
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
支
払
の
保
証
を

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
証
を
す
る
額
と
し
、
当
該
支
払
の
保
証
を
し

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
証
を
す
る
額
と
し
、
当
該
支
払
の
保
証
を
し

な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
契
約
に
基
づ
き
払
い
込
ま
れ
る
保
険
料
の

な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
契
約
に
基
づ
き
払
い
込
ま
れ
る
保
険
料
の

総
額
と
す
る
。
次
項
、
次
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
四

総
額
と
す
る
。
次
項
、
次
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
四

項
並
び
に
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合

項
並
び
に
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
当

計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を

該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い

る
も
の
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

５

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

５

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
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げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

約
者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理

行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、

該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険

使
用
人
が
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ

金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、

き
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が

保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な

、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

６

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付
さ
れ
る
保

行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付
さ
れ
る
保

険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保
険
特

険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保
険
特

約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険

約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険

金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
生
命
保
険
募
集

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
生
命
保
険
募
集

制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

（
銀
行
等
が
損
害
保
険
代
理
店
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合

（
銀
行
等
が
損
害
保
険
代
理
店
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合

）

）

第
二
百
十
二
条
の
二

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
二
百
十
二
条
の
二

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
場
合
は
、
損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し

令
で
定
め
る
場
合
は
、
損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し

く
は
使
用
人
が
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結

く
は
使
用
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
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の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
、
第

う
場
合
で
あ
っ
て
、
次
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
（
第
一
号
か

六
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合

ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に

に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す

あ
っ
て
は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す

る
場
合
と
す
る
。

る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

五
の
二

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
前
二
号
に
掲
げ
る
保
険

（
新
設
）

契
約
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

五
の
三

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
（
事
業
活
動
に
伴
い
、
事

（
新
設
）

業
者
が
被
る
損
害
を
塡
補
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
契
約
（
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
保
険
期
間
の
満

了
後
満
期
返
戻
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
も
の

五
の
四

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
（
第
一

（
新
設
）

号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
当
該

銀
行
等
の
特
定
関
係
者
で
あ
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
損
害

を
塡
補
す
る
保
険
契
約
（
当
該
事
業
者
を
保
険
契
約
者
と
す
る
も
の
に
限
る

。
）

六

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
（
事
業
活
動
に
伴
い
、
事
業
者

六

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
（
事
業
活
動
に
伴
い
、
事
業
者

が
被
る
損
害
を
塡
補
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
契
約
（
第
一
号
か

が
被
る
損
害
を
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
契
約
（
第
一
号

ら
第
三
号
ま
で
及
び
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
自
動
車
保
険
契
約
（
自

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
自
動
車
保
険
契
約
（
自
動
車
損
害
賠

動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
五
条
（
責
任
保
険
の
契
約
の
締
結
強
制
）
の
自
動

償
保
障
法
第
五
条
（
責
任
保
険
の
契
約
の
締
結
強
制
）
の
自
動
車
損
害
賠
償

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
契
約
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
の
い

責
任
保
険
の
契
約
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

法
人
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
集
団
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
団
体

イ

保
険
期
間
の
満
了
後
満
期
返
戻
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
保
険
契
約



7

等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
代
表
者
を
保
険
契
約
者
と
し
、
か
つ
、
当
該

団
体
等
の
構
成
員
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の

ロ

団
体
等
の
構
成
員
を
保
険
契
約
者
と
し
、
か
つ
、
当
該
団
体
等
若
し
く

ロ

法
人
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
集
団
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
団
体

は
そ
の
代
表
者
又
は
そ
れ
ら
の
委
託
を
受
け
た
者
が
保
険
会
社
の
た
め
に

等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
代
表
者
を
保
険
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
等

保
険
契
約
者
か
ら
保
険
料
の
収
受
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
伴

の
構
成
員
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
で
な
く
、
か
つ
、
団
体
等
の
構
成
員

う
も
の

を
保
険
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
等
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
又
は
そ
れ
ら

の
委
託
を
受
け
た
者
が
保
険
会
社
の
た
め
に
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
料
の

収
受
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
伴
う
も
の
で
な
い
も
の

七

削
除

七

前
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
保
険
契
約
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

八

（
略
）

八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

３

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

項
第
六
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う

項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

と
き
は
、
当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
う
と
き
は
、
当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

。

な
い
。

一

銀
行
等
が
、
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
銀
行
等
が
、
第
五
項
に
規
定
す
る
定

一

銀
行
等
が
、
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該
銀
行
等
が
、
第
五
項
に
規
定
す
る
定

め
を
し
た
協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
同
組
織

め
を
し
た
協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
同
組
織

金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二

金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二

百
三
十
四
条
第
一
項
第
九
号
に
お
い
て
「
銀
行
等
損
害
保
険
募
集
制
限
先
」

百
三
十
四
条
第
一
項
第
九
号
に
お
い
て
「
銀
行
等
損
害
保
険
募
集
制
限
先
」

と
い
う
。
）
を
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
第
一
項
第

と
い
う
。
）
を
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
第
一
項
第

六
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
り
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契

六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
り
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
保

約
（
そ
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
当
該
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

険
契
約
（
そ
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
当
該
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し



8

使
用
人
が
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
更
改

く
は
使
用
人
が
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
の

（
保
険
金
額
そ
の
他
の
給
付
の
内
容
の
拡
充
（
当
該
保
険
契
約
の
目
的
物
の

更
改
（
保
険
金
額
そ
の
他
の
給
付
の
内
容
の
拡
充
（
当
該
保
険
契
約
の
目
的

価
値
の
増
加
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
情
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
。
）
又
は

物
の
価
値
の
増
加
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
情
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
。
）

保
険
期
間
の
延
長
を
含
む
も
の
を
除
く
。
第
二
百
十
二
条
の
四
第
三
項
第
一

又
は
保
険
期
間
の
延
長
を
含
む
も
の
を
除
く
。
第
二
百
十
二
条
の
四
第
三
項

号
、
第
二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
第

第
一
号
、
第
二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
百
三
十
四
条
第
一

十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

項
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代
理
又

介
を
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措

は
媒
介
を
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
六
号
又
は

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
六
号
か
ら

第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ
と
を

第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
銀
行
等
が
特

と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
当
該
銀
行
等
が
特
例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る

例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め

し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

る
措
置
）
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

４

前
項
に
規
定
す
る
「
特
例
地
域
金
融
機
関
」
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定

４

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

の
都
道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
（
前
項
第
三
号
本
文
に
規
定
す
る
措
置
を

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契

講
じ
て
い
る
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
十
人

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
超
え
る
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常

げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
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時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法
人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
保
険
契

給
付
金
の
額
の
合
計
が
同
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う

約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の

旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う

保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行

。

う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
該

金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
し
た

保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該

保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
同
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と

と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の

を
い
う
。

５

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

５

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当

行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当

該
協
同
組
織
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
締
結
の
代
理
又
は

該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
同
号

媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金

に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号

の
額
の
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
同
号
に
定
め
る
金
額
を
超

に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

え
な
い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

６

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付
さ
れ

行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付
さ
れ
る
保

る
保
険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保

険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保
険
特
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険
特
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び

約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険

保
険
金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
損
害
保
険
募
集

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
損
害
保
険
募
集

制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

７

第
一
項
第
五
号
の
四
に
規
定
す
る
「
特
定
関
係
者
」
と
は
、
銀
行
法
施
行
令

（
新
設
）

第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
（
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
令
（

昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項
（
銀
行
法
施
行
令
の
準
用

）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法

施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
号
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
、
信
用
金
庫
法
施
行
令
（
昭

和
四
十
三
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
（
金
庫
の

特
定
関
係
者
）
、
労
働
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
六
号
）

第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
（
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
、
協
同
組
合
に
よ
る
金

融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
第
三
条

の
二
第
一
項
第
一
号
（
信
用
協
同
組
合
等
の
特
定
関
係
者
）
、
農
業
協
同
組
合

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
一
号
）
第
五
条
の
十
三
各
号
（

組
合
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）
（
第
三
号
に
あ
っ
て
は
、
農
業
協
同
組
合
及

び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業
に
関
す
る
命
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
・

農
林
水
産
省
令
第
一
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
十
一
条
の
二
の
三
第

三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。

）
、
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
八
号
）
第
九

条
第
一
項
第
一
号
（
組
合
等
の
特
定
関
係
者
）
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
施
行
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令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
（
農
林
中

央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。

（
銀
行
等
が
少
額
短
期
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

（
銀
行
等
が
少
額
短
期
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

場
合
）

場
合
）

第
二
百
十
二
条
の
四

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
二
百
十
二
条
の
四

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
場
合
は
、
少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

令
で
定
め
る
場
合
は
、
少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の

若
し
く
は
使
用
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介

締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に

を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
次
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
（
第
一

、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場

場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
そ
れ
ぞ
れ
該

合
に
あ
っ
て
は
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

当
す
る
場
合
と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

四
の
二

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
の
う
ち

（
新
設
）

、
当
該
銀
行
等
の
特
定
関
係
者
（
第
二
百
十
二
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る

特
定
関
係
者
を
い
う
。
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
損
害
を
塡

補
す
る
保
険
契
約
（
当
該
事
業
者
を
保
険
契
約
者
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

五

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
（
事
業
活
動
に
伴
い
、
事
業
者

五

法
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
（
事
業
活
動
に
伴
い
、
事
業
者

が
被
る
損
害
を
塡
補
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
契
約
（
第
二
号
か

が
被
る
損
害
を
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
契
約
（
第
二
号

ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
自
動
車
保
険
契
約
を
除
く
。
）
の
う
ち
、

か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
自
動
車
保
険
契
約
を
除
く
。
）
の
う

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ち
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
集
団
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
団
体

イ

法
人
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
集
団
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
団
体

等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
代
表
者
を
保
険
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
等
の
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等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
代
表
者
を
保
険
契
約
者
と
し
、
か
つ
、
当
該

構
成
員
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の
で
な
く
、
か
つ
、
団
体
等
の
構
成
員
を
保

団
体
等
の
構
成
員
を
被
保
険
者
と
す
る
も
の

険
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
等
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
又
は
そ
れ
ら
の
委
託

ロ

団
体
等
の
構
成
員
を
保
険
契
約
者
と
し
、
か
つ
、
当
該
団
体
等
若
し
く

を
受
け
た
者
が
保
険
会
社
の
た
め
に
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
料
の
収
受
を
行

は
そ
の
代
表
者
又
は
そ
れ
ら
の
委
託
を
受
け
た
者
が
少
額
短
期
保
険
業
者

う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
伴
う
も
の
で
な
い
も
の

の
た
め
に
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
料
の
収
受
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る

契
約
を
伴
う
も
の

六

（
略
）

六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が

３

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が

第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

行
う
と
き
は
、
当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

行
う
と
き
は
、
当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
五
号
又
は

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
六
号
に
掲

第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ
と
を

げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
銀
行
等
が
特

め
の
措
置
（
当
該
銀
行
等
が
特
例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と

、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
）
を
講
じ

し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

て
い
る
こ
と
。

４

前
項
に
規
定
す
る
「
特
例
地
域
金
融
機
関
」
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定

４

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

の
都
道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
（
前
項
第
三
号
本
文
に
規
定
す
る
措
置
を

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
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講
じ
て
い
る
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
十
人

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
超
え
る
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常

号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法
人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
保
険
契

保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各

約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の

号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二

保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行

号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し

く
は
使
用
人
が
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ

る
べ
き
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合

計
が
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

５

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金

５

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金

融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保

険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た

は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に

り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で

よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該
保
険
契
約
者

を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に

一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
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６

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が

６

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
保
険
契
約
に
付
さ
れ

さ
れ
る
保
険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当

る
保
険
特
約
は
、
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保

該
保
険
特
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料

険
特
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び

及
び
保
険
金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
険
金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

一

当
該
銀
行
等
が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
少
額
短
期
保
険

二

当
該
保
険
契
約
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
銀
行
等
少
額
短
期
保
険

募
集
制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

募
集
制
限
先
で
あ
る
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。
）

（
銀
行
等
が
保
険
仲
立
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）

（
銀
行
等
が
保
険
仲
立
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）

第
二
百
十
二
条
の
五

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

第
二
百
十
二
条
の
五

法
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府

令
で
定
め
る
場
合
は
、
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

令
で
定
め
る
場
合
は
、
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

使
用
人
が
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を

使
用
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
で
あ
っ

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
、
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま

て
、
次
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
各
号
及

に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
項
各
号
に

び
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

掲
げ
る
要
件
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約

一

第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約

二

第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
に
掲
げ
る
保

二

第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契

険
契
約

約

三

（
略
）

三

（
略
）

四

第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約

四

第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約

五

第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約

五

第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
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六
～
九

（
略
）

六
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一
項
第

３

保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
第
一
項
第

五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
と
き
は
、

四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
と
き
は
、

当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
該
銀
行
等
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

三

銀
行
等
が
、
そ
の
使
用
人
の
う
ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
五
号
か
ら

て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が
、
保
険
募
集
（
第
一
項
第
四
号
か
ら

第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ

第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
銀
行
等

と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
当
該
銀
行
等
が
特
例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る

が
特
例
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め

の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り

る
措
置
）
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
「
特
例
地
域
金
融
機
関
」
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定

４

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

の
都
道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
（
前
項
第
三
号
本
文
に
規
定
す
る
措
置
を

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若

講
じ
て
い
る
金
融
機
関
に
あ
っ
て
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
十
人

し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六

を
超
え
る
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な

号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条

時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法
人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
保
険
契

第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応

約
者
と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第

じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計

八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容

が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
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の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合

旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う

に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

。

ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使

用
人
が
締
結
の
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
そ

の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
当
該
各
号

に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

５

保
険
仲
立
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又

５

保
険
仲
立
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又

は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契
約
者

者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契
約
者

と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
八
号

と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の

又
は
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に

二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒

お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た

く
は
使
用
人
が
締
結
の
媒
介
を
し
た
保
険
契
約
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
保

り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で

険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
合
計
が
、
当

を
限
り
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規

該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号

定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
募
集
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

（
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
募
集
に
関
す
る
禁
止
行
為
）

第
二
百
三
十
四
条

法
第
三
百
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

第
二
百
三
十
四
条

法
第
三
百
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。
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一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

九

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

若
し
く
は
使
用
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
顧
客
に
対
し
、
銀
行
等
保
険
募
集
制

若
し
く
は
使
用
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
顧
客
に
対
し
、
銀
行
等
保
険
募
集
制

限
先
等
（
銀
行
等
生
命
保
険
募
集
制
限
先
、
銀
行
等
損
害
保
険
募
集
制
限
先

限
先
等
（
銀
行
等
生
命
保
険
募
集
制
限
先
、
銀
行
等
損
害
保
険
募
集
制
限
先

、
銀
行
等
少
額
短
期
保
険
募
集
制
限
先
又
は
銀
行
等
保
険
募
集
制
限
先
を
い

、
銀
行
等
少
額
短
期
保
険
募
集
制
限
先
又
は
銀
行
等
保
険
募
集
制
限
先
を
い

う
。
第
十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
業

う
。
第
十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
業

務
に
関
す
る
説
明
を
書
面
の
交
付
に
よ
り
行
わ
ず
に
第
二
百
十
二
条
第
一
項

務
に
関
す
る
説
明
を
書
面
の
交
付
に
よ
り
行
わ
ず
に
第
二
百
十
二
条
第
一
項

第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
若
し
く
は
第
八
号
又
は
第
二

第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八

百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締

号
ま
で
又
は
第
二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
保

結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

十

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

十

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
又
は
そ
の
役
員

若
し
く
は
使
用
人
が
、
顧
客
が
当
該
銀
行
等
に
対
し
資
金
の
貸
付
け
（
当
該

若
し
く
は
使
用
人
が
、
顧
客
が
当
該
銀
行
等
に
対
し
資
金
の
貸
付
け
の
申
込

顧
客
又
は
そ
の
密
接
関
係
者
（
当
該
顧
客
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
当
該
法
人

み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
顧
客
又
は
そ
の
密
接
関
係
者

の
代
表
者
又
は
当
該
顧
客
が
法
人
の
代
表
者
で
あ
る
場
合
の
当
該
法
人
を
い

（
当
該
顧
客
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
当
該
法
人
の
代
表
者
、
又
は
当
該
顧
客

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に

が
法
人
の
代
表
者
で
あ
り
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
が
当
該
法
人
の
事
業
に
必

限
る
。
第
十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知

要
な
資
金
の
貸
付
け
で
あ
る
場
合
の
当
該
法
人
を
い
う
。
第
十
五
号
に
お
い

り
な
が
ら
、
当
該
顧
客
又
は
そ
の
密
接
関
係
者
（
当
該
銀
行
等
が
協
同
組
織

て
同
じ
。
）
（
当
該
銀
行
等
が
協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又

は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
第

は
組
合
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
六
号

十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
か
ら

、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
若
し
く
は
第
八
号
又
は
第
二
百
十
二

第
六
号
ま
で
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は

条
の
四
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
金
銭
消
費

第
二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
金

貸
借
契
約
、
賃
貸
借
契
約
そ
の
他
の
契
約
（
事
業
に
必
要
な
資
金
に
係
る
も

銭
消
費
貸
借
契
約
、
賃
貸
借
契
約
そ
の
他
の
契
約
（
事
業
に
必
要
な
資
金
に

の
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
の
保
険
契
約
及
び
既

係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
債
務
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
の
保
険
契
約
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に
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
当
該
銀
行

及
び
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
（
そ
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
当

等
の
役
員
又
は
使
用
人
が
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
っ
た
も
の
に
限

該
銀
行
等
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
手
数
料
そ
の
他
の
報
酬
を
得
て
行
っ

る
。
）
の
更
新
又
は
更
改
に
係
る
保
険
契
約
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代
理
又

た
も
の
に
限
る
。
）
の
更
新
又
は
更
改
に
係
る
保
険
契
約
を
除
く
。
）
の
締

は
媒
介
を
行
う
行
為

結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

十
二

銀
行
等
の
特
定
関
係
者
に
該
当
す
る
保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険

十
二

銀
行
等
の
特
定
関
係
者
（
銀
行
法
施
行
令
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号

会
社
等
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
保
険
契
約
者
又
は

か
ら
第
十
号
ま
で
（
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四

被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
銀
行
等
の
取
引
上
の
優
越
的
地
位
を
不
当
に
利
用

十
二
号
）
第
六
条
第
一
項
（
銀
行
法
施
行
令
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る

し
て
、
保
険
契
約
の
申
込
み
を
さ
せ
、
又
は
既
に
成
立
し
て
い
る
保
険
契
約

場
合
を
含
む
。
）
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九

を
消
滅
さ
せ
る
行
為

年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
商
工
組

合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
、
信
用
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政

令
第
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
（
金
庫
の
特
定
関
係
者

）
、
労
働
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
六
号
）
第
五
条
の

二
第
一
項
第
一
号
（
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
第
三
条
の
二

第
一
項
第
一
号
（
信
用
協
同
組
合
等
の
特
定
関
係
者
）
、
農
業
協
同
組
合
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
一
号
）
第
五
条
の
八
各
号
（
組

合
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）
（
第
三
号
に
あ
っ
て
は
、
農
業
協
同
組
合
及

び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業
に
関
す
る
命
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省

・
農
林
水
産
省
令
第
一
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
十
一
条
の
二
の

三
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）
に
掲
げ
る
者
に

限
る
。
）
、
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
八

号
）
第
九
条
第
一
項
第
一
号
（
組
合
等
の
特
定
関
係
者
）
並
び
に
農
林
中
央
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金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
第

一
号
（
農
林
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険
会

社
等
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
に

対
し
、
当
該
銀
行
等
の
取
引
上
の
優
越
的
地
位
を
不
当
に
利
用
し
て
、
保
険

契
約
の
申
込
み
を
さ
せ
、
又
は
既
に
成
立
し
て
い
る
保
険
契
約
を
消
滅
さ
せ

る
行
為

十
三

（
略
）

十
三

（
略
）

十
四

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
の
特
定
関
係

十
四

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
の
特
定
関
係

者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
そ
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者

者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
そ
の
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者

が
当
該
銀
行
等
に
係
る
銀
行
等
保
険
募
集
制
限
先
等
に
該
当
す
る
こ
と
を
知

が
当
該
銀
行
等
に
係
る
銀
行
等
保
険
募
集
制
限
先
等
に
該
当
す
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
保
険
契
約
（
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

り
な
が
ら
、
保
険
契
約
（
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

及
び
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
並
び
に
第

及
び
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
第
二
百

二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契

十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
当
該

約
（
当
該
保
険
契
約
に
保
険
特
約
が
付
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保

保
険
契
約
に
保
険
特
約
が
付
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
特
約
が

険
特
約
が
当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保
険
特

当
該
保
険
契
約
の
内
容
と
関
連
性
が
高
く
、
か
つ
、
当
該
保
険
特
約
に
係
る

約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保

保
険
料
及
び
保
険
金
額
が
当
該
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
及
び
保
険
金
額
と

険
金
額
と
比
し
て
妥
当
な
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く

比
し
て
妥
当
な
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
の
締

。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

十
五

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
の
特
定
関
係

十
五

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
で
あ
る
銀
行
等
の
特
定
関
係

者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
顧
客
が
当
該
銀
行
等
に
対
し
資
金

者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
顧
客
が
当
該
銀
行
等
に
対
し
資
金

の
貸
付
け
の
申
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
顧
客
又
は
そ

の
貸
付
け
の
申
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
顧
客
又
は
そ

の
密
接
関
係
者
（
当
該
銀
行
等
が
協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

の
密
接
関
係
者
に
対
し
、
保
険
契
約
（
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
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て
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
で
あ
る
者
を
除
く
。

第
三
号
ま
で
及
び
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並

）
に
対
し
、
保
険
契
約
（
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

び
に
第
二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険

及
び
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
並
び
に
第

契
約
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
契

約
を
除
く
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
行
為

十
六
～
十
九

（
略
）

十
六
～
十
九

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）



 

  

○ 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
並
び
に
保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ
に
基
づ
く
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
金
融
庁
告
示
第

四
十
九
号
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
等
に
基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
が
定
め

る
金
融
機
関
を
定
め
る
件 

   

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
四
項
、

第
二
百
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の

五
第
四
項
に
基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平

成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
並

び
に
保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ

に
基
づ
く
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
を
定
め
る
件 

 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
四
項
及

び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
並
び
に
保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
八
十
四
号
）
附
則
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
す
る
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ
に
基
づ

き
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
二
月

二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第

二
百
十
二
条
の
四
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
に
規
定
す
る
金
融
庁
長

官
が
定
め
る
金
融
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
八 

（
略
） 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
並

び
に
保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ

に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一
～
八 
（
略
） 



 

  

1 

○ 

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
三
項
第
三
号
等
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
金
融
庁
告
示
第
五
十
一
号
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
三
項
第
三

号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
三
号
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
及
び

第
二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
三
項
第
三

号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
三
号
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
三
号
に

規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
二
月
二

十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
百
十
二
条
第
三
項
第
三
号

、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
三
号
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
及
び
第

二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

一 

銀
行
等
（
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
銀
行
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
人
の
う

ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が

、
当
該
業
務
に
お
い
て
応
接
す
る
事
業
者
（
当
該
銀
行
等
が
事
業
に
必
要
な
資
金

の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
者
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
関
係
者
（
当

該
事
業
者
が
常
時
使
用
す
る
従
業
員
及
び
当
該
事
業
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
当

該
事
業
者
の
役
員
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
険
契
約
者
又
は
被
保

険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
規
則
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条

の
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第
二
百
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
及

び
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又

は
媒
介
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
百
十
二
条
第
三
項
第
三
号

、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
三
号
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
三
項
第
三
号
に
規

定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

 

一 

銀
行
等
（
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
五
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
銀
行
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
人
の
う

ち
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
て
顧
客
と
応
接
す
る
業
務
を
行
う
者
が

、
当
該
業
務
に
お
い
て
応
接
す
る
事
業
者
（
当
該
銀
行
等
が
事
業
に
必
要
な
資
金

の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
者
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
関
係
者
（
当

該
事
業
者
が
常
時
使
用
す
る
従
業
員
及
び
当
該
事
業
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
当

該
事
業
者
の
役
員
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
険
契
約
者
又
は
被
保

険
者
と
す
る
保
険
契
約
（
規
則
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

及
び
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置 



 

  

2 

二 

（
略
） 

二 

（
略
） 

 



1 

保険会社向けの総合的な監督指針（本編） 新旧対照表 

現 行 改正案 

Ⅰ （略） 

 

Ⅱ 保険監督上の評価項目 

 

Ⅱ－1～2 （略） 

 

Ⅱ－3 業務の適切性 

Ⅱ－3－1～2 （略） 

Ⅱ－3－3  保険募集態勢 

     

Ⅱ－3－3－9 銀行等に対する保険募集の委託 

Ⅱ－3－3－9－1 （略）  

 

Ⅱ－3－3－9－2 非公開金融情報・非公開保険情報の取扱い 

（1） 生命保険募集人、損害保険代理店又は保険仲立人である銀行等が、非公開金融情報（規

則第 212 条第 2 項第 1 号イに規定する非公開金融情報をいう。以下同じ。）を保険募集に係

る業務に利用する場合には、例えば、以下の方法のような適切な方法により事前に顧客の同

意を得なければ保険契約の締結の代理又は媒介ができないようにするための必要な措置

（注）を講じているか。 

 

 

 

（注） 例えば、非公開金融情報を利用しようとする場合には事前に同意をとらなければ商品説

明を行えない、さらに書面による同意がなければ契約申込み・締結を行えないような事務手

続きを整備することが考えられる。 

① 対面の場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って書面によ

る説明を行い、同意を得た旨を記録し、契約申込みまでに書面による同意を得る方法 

② 郵便による場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って説明した

書面を送付し、保険申込書の送付等保険募集の前に、同意した旨の返信を得る方法 

③ 電話による場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って口頭によ

る説明を行い、同意を得た旨を記録し、その後速やかに当該利用について説明した書面を送

付（電話での同意取得後対面にて顧客と応接する場合には交付でも可とする。）し、契約申込

みまでに書面による同意を得る方法 

④ インターネット等による場合 

Ⅰ （略） 

 

Ⅱ 保険監督上の評価項目 

 

Ⅱ－1～2 （略） 

 

Ⅱ－3 業務の適切性 

Ⅱ－3－1～2 （略） 

Ⅱ－3－3  保険募集態勢 

     

Ⅱ－3－3－9 銀行等に対する保険募集の委託 

Ⅱ－3－3－9－1 （略）  

 

Ⅱ－3－3－9－2 非公開金融情報・非公開保険情報の取扱い 

（1） 生命保険募集人、損害保険代理店又は保険仲立人である銀行等が、非公開金融情報（規

則第 212 条第 2 項第 1 号イに規定する非公開金融情報をいう。以下同じ。）を保険募集に係

る業務に利用する場合には、非公開金融情報の利用について顧客の同意を取得する際に、当

該同意の有効期間及びその撤回の方法、非公開金融情報を利用する保険募集の方式（対面、

郵便等の別）、利用する非公開金融情報の範囲（定期預金の満期日、預金口座への入出金に

係る情報、その他金融資産の運用に係る情報等）を顧客に具体的に明示するとともに、例えば

、以下の方法のような適切な方法により事前に顧客の同意を得なければ保険契約の締結の代

理又は媒介ができないようにするための必要な措置（注）を講じているか。 

（注） 例えば、非公開金融情報を利用しようとする場合には事前に同意をとらなければ商品説

明を行えない、さらに書面による同意がなければ契約申込み・締結を行えないような事務手続

きを整備することが考えられる。 

① 対面の場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って書面によ

る説明を行い、同意を得た旨を記録し、契約申込みまでに書面による同意を得る方法 

② 郵便による場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って説明した

書面を送付し、保険申込書の送付等保険募集の前に、同意した旨の返信を得る方法 

③ 電話による場合 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って口頭によ

る説明を行い、同意を得た旨を記録し、その後速やかに当該利用について説明した書面を送

付（電話での同意取得後対面にて顧客と応接する場合には交付でも可とする。）し、契約申込

みまでに書面による同意を得る方法 

④ インターネット等による場合 



2 

現 行 改正案 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って電磁的

方法による説明を行い、電磁的方法による同意を得る方法 

（注） 顧客の属性に関する情報（氏名、住所、電話番号、性別、生年月日及び職業）は非公開金

融情報又は非公開保険情報に含まれない。 

（2） 生命保険募集人、損害保険代理店又は保険仲立人である銀行等が、非公開保険情報（規則

第212 条第2項第1号ロに規定する非公開保険情報をいう。以下同じ。）を資金の貸付け等の保

険募集に係る業務以外の業務に利用する場合には、例えば、（1）①から④までに掲げる方法に

準じた適切な方法により事前に顧客の同意を得るための措置を講じているか。 

 

 

 

 

Ⅱ－3－3－9－3～Ⅱ－3－3－9－5 （略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

Ⅱ－3－3－9－6 ～Ⅱ－3－3－9－9 （略） 

非公開金融情報の保険募集に係る業務への利用について、当該業務に先立って電磁的

方法による説明を行い、電磁的方法による同意を得る方法 

（注） 顧客の属性に関する情報（氏名、住所、電話番号、性別、生年月日及び職業）は非公開金

融情報又は非公開保険情報に含まれない。 

（2） 生命保険募集人、損害保険代理店又は保険仲立人である銀行等が、非公開保険情報（規則

第 212 条第 2 項第 1 号ロに規定する非公開保険情報をいう。以下同じ。）を資金の貸付け等の保

険募集に係る業務以外の業務に利用する場合には、非公開保険情報の利用について顧客の同

意を取得する際に、当該同意の有効期間及びその撤回の方法、非公開保険情報を利用する業

務の方式（対面、郵便等の別）、利用する非公開保険情報の範囲（保険募集に係る業務において

知り得た家族構成等の情報）を顧客に具体的に明示するとともに、例えば、（1）①から④までに掲

げる方法に準じた適切な方法により事前に顧客の同意を得るための措置を講じているか。 

 

Ⅱ－3－3－9－3～Ⅱ－3－3－9－5 （略） 

 

Ⅱ－3－3－9－6  規則第234条第1項第8号関係 

住宅ローンの申込みを受け付けている顧客に対して、住宅関連火災保険、住宅関連債務返済

支援保険又は住宅関連信用生命保険の募集を行う際には、当該保険契約の締結が当該住宅ロ

ーンの貸付けの条件ではない旨の説明を書面の交付により行う必要があることに留意すること。 

 

Ⅱ－3－3－9－7～Ⅱ－3－3－9－10 （略） 

 



 

主要行等向けの総合的な監督指針（本編） 新旧対照表 

現 行 改正案 

Ⅲ． 主要行等監督上の評価項目 

 Ⅲ－３ 業務の適切性等 

Ⅲ－３－３ 利用者保護のための情報提供等 

Ⅲ－３－３－２ 預金・リスク商品等の販売・説明態勢 

Ⅲ－３－３－２－１ （略） 

 

Ⅲ－３－３－２－２ 主な着眼点 

    こうした観点から、以下のような態勢が整備されているかについても検証するものとする。

（１）～（３） （略） 

（４）保険募集 

 

 保険募集に関する法令等の遵守、保険商品及び契約に関する正確な説明並びに顧客情

報の取扱い等について、マニュアルを策定して研修を実施するとともに内部監査を行う

など、適切な保険募集態勢が確保されているか。例えば、銀行等生命保険募集制限先等

に対し手数料その他の報酬を得て保険募集を行わないなど適正な保険募集の取組み、消

費者の希望や適合性をよく考慮したうえで説明責任を果たす取組み、商品説明や非公開

金融情報保護等について消費者の確認・同意を十分に得る取組みのための態勢が整備さ

れているか。 

（参考）「高齢者に多い個人年金の銀行窓口販売に関するトラブル」（平成17年７月６

日：独立行政法人国民生活センター） 

 

 

 

 

 

 

 

また、銀行の影響力を行使した販売、銀行取引に影響を与えないことの説明の未実施

、募集人登録未了者による取扱い等といった、契約者保護に支障となり得る事態を未然

に防止するための態勢が整備されているか。特に、保険募集業務に係る取引強制、優越

的地位の濫用、抱き合わせ販売等の不公正な取引方法が具体的に認められた場合には、

独占禁止法の観点からも問題となり得るが、こうした事態を未然に防止するための態勢

が整備されているか。 

 

（参考）「金融機関の業態区分の緩和及び業務範囲の拡大に伴う不公正な取引方法につ

いて」（平成16年12月1日：公正取引委員会） 

その他監督上の着眼点については、「保険会社向けの総合的な監督指針」を参照する

ものとする。 

Ⅲ． 主要行等監督上の評価項目 

 Ⅲ－３ 業務の適切性等 

Ⅲ－３－３ 利用者保護のための情報提供・相談機能等 

Ⅲ－３－３－２ 預金・リスク商品等の販売・説明態勢 

Ⅲ－３－３－２－１ （略）  

 

Ⅲ－３－３－２－２ 主な着眼点 

    こうした観点から、以下のような態勢が整備されているかについても検証するものとする。 

（１）～（３） （略） 

（４）保険募集 

① 総論 

 保険募集に関する法令等の遵守、保険商品及び契約に関する正確な説明並びに顧客

情報の取扱い等について、マニュアルを策定して研修を実施するとともに内部監査を

行うなど、適切な保険募集態勢が確保されているか。例えば、銀行等生命保険募集制

限先等に対し手数料その他の報酬を得て保険募集を行わないなど適正な保険募集の取

組み、消費者の希望や適合性をよく考慮したうえで説明責任を果たす取組み、商品説

明や非公開金融情報保護等について消費者の確認・同意を十分に得る取組みのための

態勢が整備されているか。 

（参考）「高齢者に多い個人年金保険の銀行窓口販売に関するトラブル」（平成17年７

月６日：独立行政法人国民生活センター） 

 

② 募集にあたっての態勢整備について 

イ．施行規則第13条の５の規定の趣旨を踏まえ、顧客に対し、預金等ではないことや

預金保険の対象とはならないこと等について書面を交付して説明するなど、保険契

約と預金等との誤認を防止する態勢が整備されているか。誤認防止に係る説明を理

解した旨を顧客から書面（確認書等）により確認し、その記録を残すことにより、

事後に確認状況を検証できる態勢が整備されているか。 

ロ．施行規則第14条の11の３の規定の趣旨を踏まえ、銀行の影響力を行使した販売、

銀行取引に影響を与えないことの説明の未実施、募集人登録未了者による取扱い等

といった、契約者保護に支障となり得る事態を未然に防止するための態勢が整備さ

れているか。特に、保険募集業務に係る取引強制、優越的地位の濫用、抱き合わせ

販売等の不公正な取引方法が具体的に認められた場合には、独占禁止法の観点から

も問題となり得るが、こうした事態を未然に防止するための態勢が整備されている

か。 

（参考）「金融機関の業態区分の緩和及び業務範囲の拡大に伴う不公正な取引方法に

ついて」（平成16年12月1日：公正取引委員会） 

その他監督上の着眼点については、「保険会社向けの総合的な監督指針」を参照す

るものとする。 

 



中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針（本編） 新旧対照表 

現 行 改正案 

Ⅱ．銀行監督上の評価項目 

 Ⅱ－３ 業務の適切性 

Ⅱ－３－２ 利用者保護等 

Ⅱ－３－２－５ 預金・リスク商品等の販売・説明態勢 

Ⅱ－３－２－５－１ （略）  

 

Ⅱ－３－２－５－２ 主な着眼点 

    こうした観点から、以下のような態勢が整備されているかについても検証するものとする。

（１）～（３） （略） 

（４）保険募集 

 

保険募集に関する法令等の遵守、保険商品及び契約に関する正確な説明並びに顧客情

報の取扱い等について、マニュアルを策定して研修を実施するとともに内部監査を行う

など、適切な保険募集態勢が確保されているか。例えば、銀行等生命保険募集制限先等

に対し手数料その他の報酬を得て保険募集を行わないなど適正な保険募集の取組み、消

費者の希望や適合性をよく考慮したうえで説明責任を果たす取組み、商品説明や非公開

金融情報保護等について消費者の確認・同意を十分に得る取組みのための態勢が整備さ

れているか。 

 

 

 

 

 

 

また、銀行の影響力を行使した販売、銀行取引に影響を与えないことの説明の未実施

、募集人登録未了者による取扱い等といった、契約者保護に支障となり得る事態を未然

に防止するための態勢が整備されているか。特に、保険募集業務に係る取引強制、優越

的地位の濫用、抱き合わせ販売等の不公正な取引方法が具体的に認められた場合には、

独占禁止法の観点からも問題となり得るが、こうした事態を未然に防止するための態勢

が整備されているか。 

 

 

（参考） 

・「高齢者に多い個人年金の銀行窓口販売に関するトラブル」（平成17年７月６日：独

立行政法人国民生活センター） 

・「金融機関の業態区分の緩和及び業務範囲の拡大に伴う不公正な取引方法について」

（平成16年12月1日：公正取引委員会） 

 

その他監督上の着眼点については、「保険会社向けの総合的な監督指針」を参照する

ものとする。 

Ⅱ． 銀行監督上の評価項目 

 Ⅱ－３ 業務の適切性 

Ⅱ－３－２ 利用者保護等 

Ⅱ－３－２－５ 預金・リスク商品等の販売・説明態勢 

Ⅱ－３－２－５－１ （略） 

 

Ⅱ－３－２－５－２ 主な着眼点 

    こうした観点から、以下のような態勢が整備されているかについても検証するものとする。 

（１）～（３） （略） 

（４）保険募集 

① 総論 

 保険募集に関する法令等の遵守、保険商品及び契約に関する正確な説明並びに顧客

情報の取扱い等について、マニュアルを策定して研修を実施するとともに内部監査を

行うなど、適切な保険募集態勢が確保されているか。例えば、銀行等生命保険募集制

限先等に対し手数料その他の報酬を得て保険募集を行わないなど適正な保険募集の取

組み、消費者の希望や適合性をよく考慮したうえで説明責任を果たす取組み、商品説

明や非公開金融情報保護等について消費者の確認・同意を十分に得る取組みのための

態勢が整備されているか。 

② 募集にあたっての態勢整備について 

イ．施行規則第13条の５の規定の趣旨を踏まえ、顧客に対し、預金等ではないことや

預金保険の対象とはならないこと等について書面を交付して説明するなど、保険契

約と預金等との誤認を防止する態勢が整備されているか。誤認防止に係る説明を理

解した旨を顧客から書面（確認書等）により確認し、その記録を残すことにより、

事後に確認状況を検証できる態勢が整備されているか。 

ロ．施行規則第14条の11の３の規定の趣旨を踏まえ、銀行の影響力を行使した販売、

銀行取引に影響を与えないことの説明の未実施、募集人登録未了者による取扱い等

といった、契約者保護に支障となり得る事態を未然に防止するための態勢が整備さ

れているか。特に、保険募集業務に係る取引強制、優越的地位の濫用、抱き合わせ

販売等の不公正な取引方法が具体的に認められた場合には、独占禁止法の観点から

も問題となり得るが、こうした事態を未然に防止するための態勢が整備されている

か。 

 

（参考） 

・「高齢者に多い個人年金保険の銀行窓口販売に関するトラブル」（平成17年７月６日：

独立行政法人国民生活センター） 

・「金融機関の業態区分の緩和及び業務範囲の拡大に伴う不公正な取引方法について」

（平成16年12月1日：公正取引委員会） 

 

その他監督上の着眼点については、「保険会社向けの総合的な監督指針」を参照する

ものとする。 

 


